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製　　　　　品　　　　名：　　　　NoNoNoNo168168168168

化　　学　　　分　　類

化学名及び一般名

ＣＡＳ　Ｎamber

ＮＦＰＡ　規　格

第１節　：　毒性成分

　成　　　　　　　分   Ｃ　Ａ　Ｓ　　Ｎo パーセント ＳＨＡ　ＰＥＬ ＡＣＧＩＴ　ＴＬＶ 　ＳＴＥＬ その他

　亜塩素酸ナトリウム　Ｎaclo 2 0.54 未確認 未確認 未確認 刺激物

　二酸化塩素　　ＣＬＯ 2 微量 0.3 0.3 0.3 SARA 313

※　この各データは ＯＳＨＡ （Ｏccupational　Safety　and　Health　Administration＝

　　 米国労働安全衛生基準）　ＮＣＳ （Hazard　Communication　Stanndard)　２９

　　 ＣＦＲ　１９１０　１２００ に従って作成されたものである。

第２節　：　物理的データ

外観及び臭い ：極わずかな塩素臭を持つ無色透明の液体

沸点 ：１００．５５℃（２１３°Ｆ）

蒸気圧　（２５℃） ：２３．７ｍｍ／Ｈｇ

蒸気密度 ：０．０２ｋｇ／㎥

比重　（２０℃） ：１．０３／ｍｌ

揮発分　（容積比） ：９７％（水との比較）

Ｐ　Ｈ ：８．０～８．５

水に対する溶解度 ：完全に混合できる。

物質安全データ・シート

７７５８－１９－２

１００４９－０４－４

：水性二酸化塩素（　Ａqueous  Ｃhlorine　Ｄioxid　）

：塩素化酸化物の混合品

：Ｎ o n e　（ 混合 ）

：火災ー０、　健康危険ー１、　反応危険ー１



第３節　：　引火及び爆発の危険データ

引火点（方法） ：燃焼性ナシ
燃焼限界（空気中の容量％） ：上限ーＮ／Ａ

：下限ーＮ／Ａ
燃焼及び爆発の危険性 ：乾燥した物質は、紙、ボール紙及び木材等の燃焼性を増大させる

　可能性あり。この種の火災は、水あるいはこれに類する化学消火
　剤で消化可能である。

第４節　：　反応性データ

安　　全　　性 ：安定
禁　忌　（避けるべき物質） ：ラベル記載の活性化のための使用法による他は、あらゆる酸との

　接触を避ける。
有害な分解生成物 ：酸と接触すると遊離二元化塩素が発生する。ＣＬＯ２に対する

　OSHA TLVは０．１ｐｐｍである。
有　害　な　重　合 ：重合は起こらない。

第５節　：　健康に対する安全データ

摂取 ：ラットの口径 ＬＤ５０は、４．３６０ｍｇ／ｋｇである。
目への接触 ：ウサギの目への刺激に関する研究から当該製剤は、わずかな

　刺激性を持つと評価されており、Ｅ．Ｐ．Ａの分類では［Ⅲ］に
　入れられる。

皮膚への接触 ：ウサギの皮膚刺激に関する研究から、本剤は殆ど刺激性はない
　という記述的評価を受けている。

皮膚からの吸収 ：皮膚を通して吸収されないようである。
　ウサギの急性経皮 ＬＤ５０は、２．０２ｍｇ／ｋｇである。

発ガン性などについて ：ＲＴＥＣＳにおいて亜塩素酸＋ナトリウムは、発ガン性あるいは
　変異誘発因子はない。
　日本の国立衛生試験所の「変異原性試験」において下記の
　評価を得ている。
　染色体異常体試験→０．２５ｍｇ／ｍｌ処理部で、４８時間目に
　倍数体の出現率が１２％を示したが、染色体の構造的異常は
　誘発されなかった。
　小核実験　→ＣＬＯ２　　　　　　濃度４％水溶液をマウスに対し
　３．２ｍｇ／ｋｇを１回投与した時

ＭＮＰＣＥ％±Ｓ．Ｄ．で　　　　　　　０．４２±０．１５
ＰＣＥ／全赤血球％±Ｓ．Ｄ．　　 ５６．７０±４．４０

取扱上の注意

・　酸との接触を避けてください。
・　直射日光を避けてください。
・　目に入った場合は流水で流し医師の診断を受けて下さい。
・　万一飲み込んだ場合は、大量の水を飲ませて医師の診断を受けて下さい。
・　子供の手の届かない場所に保管して下さい。



　　「No168の毒性」

（１）　ネズミの急性経口毒性　　ＬＤ５０

　　　　２０,０００ｐｐｍ濃度の“No.168”を使用して１５匹のアルビノ・ネズミのオスと２０匹のメスを

　　　　用いて、ＥＲＡ公布の殺菌アセスメントのガイドライン（ＥＰＡ公報５４０／９・８２・０２５）に基づいて

　　　　行った。ＬＤ５０のデータ概要は下記の通りであった。

オス

メス

全体

（２）　マウスの９０日間投与試験

マウス（Bald／c strain）オス・メス各５匹を用い、CLO2  ８,０００ｐｐｍを１／２４,０００に希釈し飲料

水として与え、５１日目より飲料水中の濃度を １／２,０００として９０日間飼育観察を行った。

結果　：　９０日間を通して性状あるいは動作に全く異常は認められず、全てのマウスは正常な

　　　　　　体重増加があった。また解剖した結果、何れの臓器組織にも異常は認められなかった。

（Federal Register 6969、　Novembar 27,　1948.  ）

（３）　ウサギに対する皮膚刺激試験

ニュージーランド白ウサギ　ＢＷ　２．２６～４．０㎏６匹を用いてＣＬＯ２濃度３,２００ｐｐｍの“No.

168”によるパッチ・テストを行った。即ち、背部の毛を剃った部位に１×１㎝匹防のガーゼ

を乗せ、ＣＬＯ２　０．５mlを注入し、２４時間接触させた後７２時間観察した。

結果　：　接触した２４時間の間、皮膚刺激の兆候は認められなかった。また、６匹の動物全ての

　　　　　　剥離部及び非処理部とも水腫値、紅班値は共に０であった。さらに飼料摂取、糞便色調

　　　　　　・粘度・回数とも何れも正常であった。

（４）　ウサギに対する眼球刺激試験

ニュージーランド白ウサギ　ＢＷ　２．２５～４．０㎏、６匹に対してＣＬＯ２濃度３,２００ｐｐｍの“ザ・

モンスター”の単独投与試験を行った。投与方法はウサギを木製架台に固定し一方の眼球の

結膜に０．１ｍｌ滴下、対象には生理食塩水を投与し２４，４８、７２時間観察した。

結果　：　６匹のウサギに刺激もしくは陽性反応は何ら兆候を示さなかった。

ＬＤ５０値

４．５６０

４．１５０

４．３６０

９５％の信頼限度

４．１２０～５．０６０

３．２４０～５．３１０

３．８１０～５．０００

Ｓ l o p e 関数

１．１２

１．４１

１．３１

９５％信頼限度

１．０４～１．１２

０．９４～２．１２

１．１６～１．５６



（５）局所刺激試験

　　　Ａ／Jax白色マウス１６匹を用いて、８,０００ｐｐｍ濃度のＣＬＯ２溶液を次の様な方法で処置し

　　　観察した。即ち、組織冴孔パンチを用いきれいに剃った背部の左右に２個の傷を作り（表皮、

　　　組織層、筋膜を切除し背筋に達する程度）上記濃度のＣＬＯ２溶液を１／２４０に希釈し、右側

　　　に０．５ｍｌ浸み込む処置を行い観察した。

結果　：　２４時間後６匹のマウスは暦殺解剖し観察したが、傷部位の皮下組織と筋層

　　　　　　に対象の傷と比較して、如何なる変化も刺激の後も認められなかった。そして、

　　　　　　内臓も全て正常であった。残りの１０匹は傷が治癒するまで毎日観察を続けた

　　　　　　結果、刺激、浮腫、充血、炎症その他の異常は全く認められなかった。処置

　　　　　　及び非処置の傷の差異は認められず、殆ど同時期に治癒した。

（６）霊長類による亜慢性毒性

　　　Afican Green Monkeys（Ceropithecus Aethiops）Ｂ．Ｗ．３．０～５．７ｋｇに１００ｍｇ／Ｌの

　　　ＣＬＯ２溶液を飲料水として投与（約９．０ｍｇ／ｋｇ／day）

結果　：　２週間後に血清チロキシンに有意な減少が見られたが、他の血液検査及び

　　　　　　体重には影響は認められなかった。尚、血清チロキシンの減少は中止後

　　　　　　可逆的であった。

（７）人に対する臨床評価

Phase   Ⅰ：　正常な健康成人男性のボランティア６０名（内１０名はコントロール）に

　　ＣＬＯ２の一回の投与量を順次増やし乍ら１６日間投与した。増量は

　　下記に従い各容量について５００ｍｌを４時間の間隔をおいて２回ずつ

　　投与した。

日　　　時： 第１日 第４日 第７日 第１０日 第１３日 第１６日
ＣＬＯ２濃度： ０．１ ０．１ ５．０ １０．０ １８．０ ２４．０

Phase   Ⅱ：　正常な健康成人男性６０名にＣＬＯ２　５ｍｇ／Ｌの濃度で１２週間、

　　毎日５００ｍｌずつ投与した。

Phase   Ⅲ：　Glucose-6-Phoshste  Dehydrogenase  （G-6-PD）欠落者３名に

　　ＣＬＯ２　５ｍｇ／Ｌの濃度で１２週間毎日５００ｍｌずつ投与した。

結果　：　全ての被験者について血清の生科学的実験、血球数の測定、尿検査、

　　　　　　特殊試験、血圧及び脈拍等に関する臨床的評価を注意深く行ったが、

　　　　　　健康に与えたと思われる臨床的に重要な影響は何ら認められなかった

　　　　　　（J．R．Lubbers．et．AL：Environmental Health Perspsc-tives 

              Vol．５６．５７～６２．　１９８２）。



、



（８）変異原生試験

　a. 復帰突然変異試験　

ＴＡ１００ ＴＡ２０３７ ＴＡ－９４ ＴＡ－９８

-S9 +S9 -S9 +S9 -S9 +S9 -S9 +S9

Clo2 　＋　－ 　－　－ 　－　－ 　－　－

  b. チャイニーズハムスター培養細胞に対する染色体異常

Clo2 2.00% 48h

　c. マウスに対する小核試験

標本作成

時期（ｂ）

40,000ppm CｌＯ２ １８

１８

１８

１８

１８

３０

（ＭＭＣ：マイトマイシンＣ）

ＰＣＥ／全赤血球

最高投与量

（mg／kg×回数）

ＭＮＰＣＥ

％±Ｓ．Ｄ．

６．３×１

１２．５×１

２５．０×１

 　　占める多染性赤血球（ＰＣＥ）の出現割合を求めた。

結果結果結果結果：：：： 40,000ｐｐｍのClo2 のみを使用したが、ＭＮＰＣＥの出現頻度は3.2mg／kg

　　　　 投与郡で増加し、12.5mg／ｋｇ　では 1.13％を示した。

Clo2　0.25mg／ｍｌ　処理郡で48時間目に倍数体現率が、１２％を示したが染色体の構造的な異常

は検出されなかった（石館基ほか、トシキコロジープフォーラム、Vol．１．６（６）、６７１，１９８３）。

　　 ＤＤＹマウスを用いて小核を有する細胞（ＭＮＰＣＥ）の出現頻度及び全赤血球1,000ヶ中に

染色体構造異常

2.00%Sal ine0.15mg／Ｌ

溶媒最高濃度

0.4mg

最高濃度 溶媒

ＴＡ１００株に対してＳ９非存在下でのみ陽性（実測値：３１０／プレート、陰性対象：１３０／プレート）

であったが、他の菌種に対しては全て陰件であった（石館基ほか、トキシコロジーフォーラム、Ｖol．

１．６（６）６７１～６７８、１９８３）

リン酸緩衡液

倍数体

MMC２×１

０．２８±０．１９

０．４２±０．１５

０．７２±０．３７

１．１３±０．７３

０．４２±０．１５

１．１５３±２．７２

０×１

３．２×１

６３．５±３．０

４１．１±１０．１

５６．４±５．１

５６．７±４．４

５６．２±６．８

６４．６±３．７



［１］Ｅ．Colil（大腸菌）に対する殺菌試験

表１‥最小塩類培地を使った３５℃、ｐＨ６．７での大腸菌の不活性化

　　　　“No168”の各濃度に於ける細菌数

LogN／Ｎｏ １００ｐｐｍ LogN／No ２００ｐｐｍ NogN／Ｎｏ

０ ９．３×１０⁶ ０ ９．１×１０⁶ ０
ー１．８ ６．３×１０⁶ －３．１７ １８６ －４．７０
－２．６ ８７ －５．０３ ０ ―

－３．４５ ０ ― ０ ―
０ ０ ― ０ ―

Ｎ　＝ 一定時間生存していたバクテリアの平均数
Ｎｏ＝ コントロールのバクテリア平均数

LogN／No ７．０ NogN／No ７．５ NogN／Ｎｏ

０ １８５ ０ ２１０ ０
ー９．８ ５５ －０．５３ ９０ －０．３７

－１．２８ ２９ －０．８０ ７０ －０．４８
― １２ －１．１９ ２７ －０．８９
― ２ －１．９７ １０ －１．３２
― ０ ― ２ ー２．０２

Note：３　テストプレートの平均
Ｎ　＝一定時間生存していたバクテリアの平均数
Ｎｏ＝コントロールのバクテリア平均数

［２］Salmonera  typ  b．（サルモネラ菌）に対する殺菌試験

ｐＨ７．２、３５℃、ClO２　１０ｐｐｍ及び２０ｐｐｍの溶液内で１００％殺菌に要する時間は、

７時間であった。また、５０ｐｐｍの溶液では４時間であった。

表３　：　最小塩類培地における３５℃、ｐＨ７．２でのネズミチフス菌の不活性化

LogN／Ｎｏ ２０ｐｐｍ LogN／Ｎｏ ５０ｐｐｍ LogN／Ｎｏ

０ ４．０×１０⁶ ０ ４．３×１０⁵ ０
－０．０２ ３．０×１０⁶ －０．１２ ３．２×１０⁵ －１．２７
－０．１５ ２．７×１０⁵ －１．１７ １．７×１０⁴ －２．４０
－１．３９ ３．０×１０⁴ －２．１２ ２．３×１０² －４．２７
－２．０９ １．９×１０³ －３．３２ ２１ －５．３１
－３．６３ １．３×１０² －４．４９
－４．５８ ５６ －４．８５
－５．２８ ４ －６．００

Ｎ　＝ 一定時間生存していたバクテリアの平均数
Ｎｏ＝ コントロール試験管内でのバクテリアの平均数

１０
３０
６０

６．０

２００
２１
３
０
０
０

接触時間（分）

０（対照）
２
５

接触時間（分） ５０ｐｐｍ

０（対照）
１５
３０
４５
６０

９．０×１０⁶
６．０×１０⁶
５．０×１０⁶
３．０×１０⁶

０

５．０

接触時間（分）

０．０
０．５
１．０

１．７×１０⁵
４．１×１０⁴
９．８×１０²

２．０
３．０
４．０

１０ｐｐｍ

４．２×１０⁶
４．０×１０⁶
３．０×１０⁶

表２　：　各ｐＨにおける細菌数

 Note： ３　テストプレートの平均

  Note： ３　テストプレートの平均

１．１×１０²
２２６．０

７．０
８．０



［３］ Staphy lococcus aureus　（黄色ブドウ球菌）　に対する殺菌試験

Clo2　１００ｐｐｍ、ｐＨ６．０及び７．０では１０分間、ｐＨ７．５では６０分間で１００％殺菌が

達成され、また、Cio2　２００ｐｐｍではｐＨ６．０で５分間、ｐＨ７．０では１０分間、ｐＨ７．５

では３０分間で１００％の殺菌力を示した。（以下の表４及び表５参照）

１００ｐｐｍ濃度の“No.168”による３種類のｐＨ（６．０、７．０、７．５）溶液、３５℃での不活性化

６．０ Log N／No ７．０ Log N／No ７．５ Log N／Ｎｏ

２．０×１０³ ０ ２．２×１０³ ０ ２．０×１０³ ０
２０ －２．００ １．１×１０² －１．３０ １．０×１０³ －０．３２
１ －３．３０ １６ －２．４１ ８．３×１０² －０．４０
０ ― ０ ― ２．４×１０² －０．９２
０ ― ０ ― １１ －２．２８
０ ― ０ ― ０ ―

Note　：　３テストプレートの平均
Ｎ　＝　一定時間生存していたバクテリアの平均数
Ｎo ＝　コントロール試験管内でのバクテリアの平均数

２００ｐｐｍ濃度の“No168”による３種類のｐＨ（６．０，７．０，７．５）溶液、３５℃での不活性化

６．０ Log N／No ７．０ Log N／Ｎｏ ７．５ Log N／No

１．５×１０³ ０ １．５×１０³ ０ １．３×１０³ ０
３０ －１．７０ ２．６×１０² －０．７６ ７．５×１０² －０．２４
０ ― ９ －２．２２ ３．２×１０² －０．６１
０ ― ０ ― １．１×１０² －１．０７
０ ― ０ ― ０ ―
０ ― ０ ― ０ ―

Note　：　３テストプレートの平均
N  ＝　一定の時間生存していたバクテリアの平均数
No ＝　コントロール試験管内でのバクテリアの平均数

５．０
１０．０
３０．０
６０．０

表５　：　ｐＨにおける殺菌力

接触時間（分）

０　（対照）
２．０

接触時間（分）

表４　：　ｐＨにおける殺菌力

３０．０
６０．０

０　（対照）
２．０
５．０

１０．０



水成二酸化塩素製品の主な反応は塩素化ではなく、より純粋な酸化反応であるため塩素処理
などによってできる副生成物は発生しません。そして当該分子は水中で塩素のように加水分解
することもありません。
水成二酸化塩素製品は紫外線に曝露したり、酸性系の生体あるいは細菌に触れる、あるいは
有機・無機などの酸によってｐＨが下がると、このＣＬＯ２化合物からＣＬＯ２ガスが還元発生し接
触物（酸性生体）を酸化、即ち殺菌することとなります。
水成二酸化塩素製品からのＣＬＯ２発生メカニズムを図示すると次のようになります。

各種オキシ・クロリン種はＣＬＯ２をお互いに発生するよう相互に作用し合い、この反応は 溶液
のｐＨによって制御されます。

重要な事項としては、ＣＬＯ２は非常に広いｐＨの範囲で反応することが挙げられます。
バイオサイド社の水成二酸化塩素製品は、前述したように、「連続的、動的な平衡状態にある」
ため殆どのＣＬＯ２が他の分子と結合した状態で安定しています。この安定性が、例えば、動物
用医薬部外品あるいは動物用医薬品なので要求される３年間の品質保証を約束しており、この
範畴の容認を得られる唯一の製品である理由です。
このことは翻って考えれば、前述した通り炭酸塩、塩素酸塩、亜塩素酸塩あるいは塩素化酸化
物複合種として存在し、溶液中に遊離ＣＬＯ２が殆ど見られないことを意味します。
即ち、水成二酸化塩素製品をそのままの状態で希釈した場合、希釈溶液中には遊離ＣＬＯ２が
殆ど存在しないため微生物等を素早く殺菌するには適しておらず、例えば、水中のスライムや
微生物あるいは臭いの制御の域を出ない制菌剤としての作用が主となります。そこで上述した
ようにクエン酸あるいはリン酸などの有機・無機の酸によってｐＨを下げることで、遊離ＣＬＯ２を
より多く取り出し殺菌力を１００％引き出すことになります。これを“活性化”（詳細についてはお
問い合わせ下さい）と呼び、ここで生成された遊離ＣＬＯ２は塩素剤の７倍以上の殺菌力を保持
することになります。

水成二酸化塩素製品の反応

　　　　ＣＬＯ　　　　ＣＬＯ　　　　ＣＬＯ　　　　ＣＬＯ２２２２　　　　　　　　　　　　　　　　ＣＬＯＣＬＯＣＬＯＣＬＯ２２２２

ＣＬＯＣＬＯＣＬＯＣＬＯ２２２２

ＮＮＮＮaaaaＣＬＯＣＬＯＣＬＯＣＬＯ２２２２＋Ｎ＋Ｎ＋Ｎ＋ＮaaaaＣＬＯＣＬＯＣＬＯＣＬＯ３３３３＋ＨＣＬＯ＋ＨＣＬＯ＋ＨＣＬＯ＋ＨＣＬＯ２２２２＋ＣＬＯ＋ＣＬＯ＋ＣＬＯ＋ＣＬＯ２２２２

CLOCLOCLOCLO2222￣̄̄̄

ＣＬＣＬＣＬＣＬ２２２２ＯＯＯＯ４４４４￣̄̄̄

ＣＬＯＣＬＯＣＬＯＣＬＯ２２２２

　　　　ＣＬＯ　　　　ＣＬＯ　　　　ＣＬＯ　　　　ＣＬＯ２２２２

ＣＬＯ２￣

ＣＬＯ３￣

   ＣＬ￣



二酸化塩素の用途として第一に挙げられるものは「パルプへの応用」があります。その他の用途
である殺微生物剤としては、塩素より広いｐＨレンジに適応可能なため様々な範囲の殺菌・消毒
剤として使用されています。さらに二酸化塩素製品は、腐食性が低く、飲料水、食品加工、冷却塔
および油田などへと広く活用されています。さらに、有機物やアンモニアに汚染された工業用クー
リング・システムにおける微生物抑制剤としては最も理想的な製品であるといえます。その能力・
特性はバイオフィルムを除去し／溶かし／分散させるところにあります。このバイオフィルム処理
において塩素剤はｐＨの高いケースでは全く効果を顕さないことが証明されており、工業用クー
リング・システムあるいは熱交換器等の現場では、独壇場といえます。
加えて鉄分、マンガンなどの処理においても、その効果実績は大きく他の製剤を引き離しています。

テスト群 接触時間 濃度

１ 30秒 100ppm

２ 1-14分 100ppm

３ 60秒 25ppm

４ 30秒 100ppm

５a 10分 500ppm

５b 10分 500ppm

５c 10分 500ppm

６a 10分 500ppm

６b 10分 500ppm

６c 10分 500ppm

７a 1時間 50ppm

７b 1時間 50ppm

８ 5分 500ppm

９a 60秒 100ppm

９b 60秒 100ppm

９c 60秒 100ppm

９d 60秒 100ppm

９e 60秒 100ppm

９f 60秒 100ppm

９g 60秒 100ppm

１０a 60秒 200ppm

１０b 5分 500ppm

１１ 10分 500ppm

１２ 10分 500ppm

１３ 10分 500ppm

１４ 60秒 312ppm

１５ 10分 156ppm

１６ 10分 500ppm

１７ 60秒 50ppm

１ ＡＯＡＣ殺菌剤および洗浄剤サニタイズテスト
２ ＡＯＡＣ塩素剤との同等濃度比較テスト

３，４ バクテリアテスト
５ バクテリアテストー歯科医師用研磨剤スラリー消毒テスト
６ ＡＯＡＣ殺バクテリアテストー硬い無孔性表面テスト
７ ＡＯＡＣ殺バクテリアテストー水槽消毒テスト
８ ＡＯＡＣ殺藻テスト

９a-g ヨーロッパでのテストー（0.03％ ＢＡＳ Ｏrganic Ｌoad ）
１０a-b ヨーロッパ懸濁テストー殺胞子テスト（0.03％ ＢＡＳ Ｏrganic Ｌoad ）

１１－１５ 抗ウィルステストーＥＰＡ殺虫剤法アセスメント・ガイドラインによる
１６ 結核菌撲滅定性テストーＬog Ｒeduction Ｍethod
１７ 変法スキロー培地による殺菌力試験ーＰＢＳによる対照区  ４．２　×　１０⁸

Ｎote ：テスト群

カンピロバクター ＜１０￣へ殺菌

ＰＲＲＳウィルス 100％殺菌

牛ミコバクテリウム ＞6 log 殺菌

犬微小ウィルス 100％殺菌

ＰＲＲＳウィルス 100％殺菌

ニューカッスルウィルス 100％殺菌

偽狂犬病ウィルス 100％殺菌

烟色麹菌ケムカビ 99.9999％殺菌

セレウス菌 99.999％殺菌

水成二酸化塩素製品水成二酸化塩素製品水成二酸化塩素製品水成二酸化塩素製品のののの主主主主なななな用途用途用途用途

殺菌及殺菌及殺菌及殺菌及びびびび殺殺殺殺ヴィルスヴィルスヴィルスヴィルス効果効果効果効果のののの研究概要研究概要研究概要研究概要
テスト微生物 結果

大腸菌 99.9999％殺菌

ネズミチフス菌 100ppm CLO2=200ppmCL2or>

レジオネラ菌 99.9999％殺菌

単球症リステリア 99.9999％殺菌

豚コレラ 100％殺菌

黄色ブドウ球菌 100％殺菌

緑膿菌 100％殺菌

豚コレラ ＋1／180

黄色ブドウ球菌 ＋0／180

緑膿菌 ＋2／180

豚コレラ 100％殺菌

黄色ブドウ球菌 100％殺菌

石膏様群白癬菌 100％殺菌

緑膿菌 99.99999％殺菌

大便連鎖球菌 99.9999％殺菌

奇形変形菌

黄色ブドウ球菌 99.9999％殺菌

麦酒酵母菌 99.999％殺菌

99.999999％殺菌

鵞口瘡カンジタ菌 99.99999％殺菌

大便連鎖球菌 99.99999％殺菌


